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1。 はじめに

近年,計算機で扱う資源が多様化してきた.多

様化により資源ごとに性能と機能とのトレードオ

フが変わるため,従来の OSで用いられてきた層

化と機能分化に変わる,新しい抽象化と実装方式

に関する研究が必要になった。そこで,我々は,

多様なデータ型を生み出す手書きインタフェース

を具体的な 想 として,OSの構成法の研究を行う

システムの開発を行う。

本稿では,そのシステムである OS/omicrOn V4

(以下 V4)について紹介する。

2。 システム構成における方針

V4システムの構成時の設計方針は次のとおりで

ある。

(1)プログラマが OSを拡張可能にすること

想 が多様化するとともに,対象に適した資源管

理の提供が求められている。しかし,OS側ですべ

て用意することは不可能である。V4システムでは ,

想 プログラマ側から,OSの資源管理部分を容易
に拡張可能な構成にする。

(2)論理的なモジユール分割を可能にするのインタ

フェースを提供すること

OSは これまで層化や機能分化によるアプローチ

によつて,拡張性や記述性を向上してきた。しか

し,パターンや音声,動画など,制約を持った資

源を扱う場合,従来の層化,機能分化の枠組みで

は分けることによるオーバヘッドが生じる。そこ

で,論理的には 想 に近い上位モジュールである

が,物理的にハー ドウェアに近いモジュールとし

て実現することを可能にする。
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3。 OS/Om:cron V4の 特徴
V4シ ステムの特徴を次に挙げる .

(1)ダイナミックリンクによる柔軟なパインディン

グ機構の提供

システム構成を柔軟にするには,モジュールの

容易な変更が不可欠である。モジユール間の結合

を柔軟にするために,′ シンポルを持つリンケージ

テープルを介して,パインディングを動的に行う

ダイナミックリンクの機構を提供する。

(2)資源データの管理を容易にするワンレベルス ト

アの提供

リンクを持つ複雑なデータ構造,特に,相互関

連を持ったデータの二次記憶とのやりとりを簡潔

にするために,すべてをメモリインタフエースで

表現するワンレベルストアの概念を提供する。

(3)2次元アドレスを提供するマイクロカーネルア

ーキテクチャ

(1),(2)の 環境を提供するには,セグメンテーシ

ョンの機構が有効である.そ こで,2次元アドレ

スを採用し,こ の実行環境を提供する枠組みとし

てマイクロカーネルアーキテクチヤを採用する。

これによつて,OS構成の変更が容易になる.

(4)OS,APまで一貫したオブジエクト指向環境の

提供

想 の要求に応して OSの資源管理機構を容易に

変更できるようにするには,OSと APとの間で一

貫したプログラミングモデルが必要である。そこ

で,オブジェクト指向の概念を採り入れる.OSと

Pの いずれの資源もオブジェクトとして表現する。
(5)手書きインタフェースに適した紙を仮想化した

データモデル「電紙」の提供

我々のターゲットである手書きインタフエース

を支援するには,従来の「紙」の性質を持つイン

タフェースを OS側で提供したい。そこで,「紙」

を仮想化したデータモデルである「電紙」を OS

の資源として提供する.
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4。 マイクロカーネル
マイクロカーネルは,全プロセスで単一の2次

元アドレス空間と,セグメントの保護機構を提供

する。システム構成の研究を行いやすいように,

マイクロカーネルを上位部,下位部の2層に分け,
記憶保護とコンテキストスイッチの機能を下位部 ,

タスクやセグメントなどの管理部分を上位部とし

た。また,ベージヤやデバイスドライパ,ダイナ
ミックリンカは,拡張性を確保するために,マイ
クロカーネルの外へ出す.いずれのモジュールも,
ダイナミックリンクによつて結合するために,分
けることのオーバヘッドは少ない.ま た,セグメ
ントどおしの保護の機構として,保護空間と呼ぶ

アクセス可能なセグメントの集合を提供する。

さらに,マイクロカーネル内部の構成の変更を
可能にするため,自身も起動時にモジュールを変

更できるようにした。

5。 「抄紙」 :「電紙」を提供するサーバ

V4のターゲットは,手書きインタフェースの支
援である.手書きインタフエースは,データとペ

ン操作の多様性,多義性を持つ。これに対しては,
紙を仮想化した「電紙」のデータモデルを提供し,

これを「抄紙」とよぶサーバによつて提供する。

「電紙」は,2次元アドレス内のセグメントと
して実現する。つまり,「電紙」=セグメントと
いう対応関係になる。

多様性に対しては,「抄紙」ではデータに対し
て,通常の紙の性質にあたる「属性」を定義する。
属性の型としては,文字コード,筆点列,ビット
マップ,リ ンク (「電紙」間の関係付けを行う)

によつて,紙の基本的な性質を提供する基本型と,
プログラミング言語によつて自由に定義できるユ

ーザ定義型を備える。ユーザ定義型の管理機構は,

Pプ ログラマが記述し,ダイナミックリンクを用
いて抄紙サーパの一部として拡張する。多様な属

性の型とリンク機構は,ワンレベルストアによつ

て,すべてメモリインタフェースとして記述する
ことができる.

多義性については,属性間の変換機構を提供し,
これを 想 レベルで定義できるようにすることで

解決する。例えば,文字認識,図形認識などの認
識系,仮名漢字変換などの変換系,ウ ィンドウシ
ステムを,属性間の変換インタフェースとして統
一する.

6。 言語処理系

従来の環境からの移行性を考え,我々はC言語

をシステム記述の基底言語とした.実行環境レベ

ルでダイナミックリンクを支援し,言語と実行環

境との親和性を高めた。

また,オブジェクト指向については,Cと の親
和性を考え,C++を 採用する。「電紙」をクラス
階層で実現した。特に,型の多様性に対応するた

めに,仮想関数をダイナミックリンク機構で実装
し,多義性についてはキャスト演算の形で記述と
定義が可能とした。

6. おわりに

本報告では OSの構成を容易に変更することが
できる OS/omicron V4の 全体構成について述べた。

現在,Intel x86系と P PA―RISCを ターゲット

プロセッサとして,言語処理系,マイクロカーネ
ル,抄紙サーパの実装を行つている。今後は,シ
ステムを完成させ,評価を行う予定である.
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